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  新入生や新社会人の皆さんは少しずつ学校や会社に慣れてきた頃ではないでしょうか。 

学校周辺では地域の方に見守られ小さな体に大きなランドセルを背負って元気に登下校する小学１年生

の姿がとても微笑ましく感じます。また、駅で見かける新社会人の方は徐々に新しいスーツが似合うように

なってきたようにも思います。 

 さて、今年度は道路・河川・下水道・都市計画などを所管する県土都市整備常任委員会、２０１９ラグビ

ーワールドカップ大会や２０２０東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催などに関係する人材育成・

文化・スポーツ振興特別委員会に所属が決まりましたので本年度もよろしくお願いいたします。 

 

鴻巣高校の卒業式                 鴻巣女子高校の入学式 

 

 

 

 

 

 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

H28 県内中学校卒業者の進路状況 

県内の国立・公立・私立中学校の卒業者は 65,474人で、前年より７３人減少しています。 

（卒業者総数のピークは平成元年の 115,584人） 

 高等学校等（全日制、定時制、通信）進学者は過去最高の９９％（全国平均９８.７）でした。 

卒業者数 全日制 定時制 通信 特別支援 就職 その他 

65,474 人 61,265 人 1,162 人 1,598 人 689 人 179 人 378 人 

 埼玉県議会議員  無所属 県民会議 
 

並木まさとし 
なみき 

 

１９１８年（大正７年）創立の埼玉県立鴻巣高等学校の

第６９回卒業式に出席しました。 

鴻巣高校（私立武陽中学）は不動岡高校（私立埼玉

英和学校・埼玉中学校）・浦和高校（県第一尋常中学

校）・熊谷高校（県第二尋常中学校）・川越高校（県第三

中学校）・春日部高校（県第四中学校）に次いで県下６番

目に古い中学、武陽中学として創設され、県に移管され

てから６９年、来年１０月には創立１００周年を迎えます。 

各分野で活躍する多くの卒業生のように、学校生活

で培った成果を大いに発揮して欲しいと思います。 

鴻巣女子高は全国の公立高校で唯一の保育科や県

内唯一の家政科学科を設置しています。 

全校生徒の約２０～３０％が市内から通う生徒で、保

育科や家政科学科はこれらの学科を目指して遠くは三

郷市からも通学されているそうです。 

２０３名の新入生には特色ある教育やスポーツ・文化

活動を通じて新しい発見の中から将来の夢と希望を叶

え、女性がより一層活躍できる社会へ向けた高校生活を

過ごして欲しいと思います。 
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H28 年中学校から全日課程の高校進学者の内訳    

全日課程進学者 県内の国立 県内の公立 県内の私立 県外の国公立 県外の私立 

61,265 人 148 人 39,142 人 17,097 人 305 人 4,573 人 

100％ 0.2％ 63.9％ 27.9％ 0.5％ 7.5％ 

県外への高校の進学状況                              

H28 年 東京都 神奈川県 千葉県 群馬県 茨城県 栃木県 その他 

4,878 人 3,714 人 58 人 277 人 149 人 63 人 297 人 320 人 

H28 年高校卒業後の進路 （出典 学校基本調査） 

 大学進学（進学率）/全国順位 専門学校 就職 その他 

埼玉県 56.9％    ９ 23.4％ 14.6％ 4.2％ 

東京都 66.5％    １ 18.2％ 6.8％ 7.7％ 

神奈川 61.5％    ３ 20.2％ 8.5％ 8.6％ 

沖縄 39.2％    47 30.6％ 16.6％ 13.1％ 

 

 

 

埼玉県では昨年に続き平成２９年度予算でも私学助成のための予算を増額させました。（H２８年５００万円→H２９年６０９万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 27 日(土)・28 日(日) 

日本一長い水管橋を歩いてみよう！ 

 

              

 

 

 

                                         

 ドローンで撮影した昨年の様子 

プロフィール                                      

昭和４５年（１９７０）鴻巣市本町生まれ/鴻巣幼稚園/鴻巣東小学校/鴻巣中学校/埼玉栄高校（ｻｯｶｰ部）/亜細亜大学経済学部国際関

係学科卒/セントラルワシントン大学ＡＵＡＰ課程修了/鴻巣幼稚園保護者会副会長/鴻巣市商工会青年部第３１代部長/第８回こうの

す花火大会代表/鴻巣市消防第２分団員（２１年目）/鴻巣東小ＰＴＡ副会長/鴻巣市議会議員２期/H２７年埼玉県議会議員初当選/県土

都市整備委員/人材育成・文化・スポーツ振興特別委員/図書室委員/家族/妻・長女（大学生）・長男（中学生）・愛犬レオ 

県営水道を多くの方に知っていただくために、普段は

立ち入ることができない荒川水管橋を歩いて渡る見学

会を開催します。全長 1,101m と日本一の長さを誇り、

天気が良ければ秩父連山や群馬県の山々など 360 度の

眺望が楽しめます。当日は水道水とﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀｰの飲み

比べ等のイベントを行う予定です。 

①対岸まで渡る片道 1.1 ㎞コース（小学４年生以上） 

②途中で折り返す往復 400m コース（小学生以上、１～３

年生は保護者同伴）048－830－7064（県水道企画課） 

平成29年度の埼玉県公立高

入試では総募集人員 3 万

9,100 人（全日制）に対して

4 万 6,500 人の受験者がい

ました。 

 

県内在住の生徒が県内の私

立高校に進学した場合、年収

609 万円未満のモデル世帯

（夫婦と子供 2 人）であれ

ば県内私立の平均授業料で

ある 37万 5千円が国と県か

ら補助されます。 

公立高校の途中退学は 1,800 人で全国平均を僅かに上回っています。要因は学校生活・学業不振・経済的な理

由などありますが、次代を担う生徒には様々な角度から丁寧できめ細やかなアプローチが大切ですね。 


